
 

                                                                   

 
 
 

コロナ禍での成長       校長  小林 義直

今日から３月です。２月になっても寒い

日が続きましたが、ようやく暖かくなり、梅

の便りなど春を感じることが増えてきまし

た。今年度もコロナ禍で、思うように予定の

行事ができませんでしたが、フェスティバ

ルや学習発表会など上級生がリーダーとし

てしっかりと取り組むことができました。

１８日(金)は有終の美を迎える卒業式で

す。卒業を迎える小学部６年生児童は３名、

中学部３年生は５名です。例年以上に普段の学校生活や授業、毎週の児童生徒集

会の司会進行など本当によく頑張ってくれました。児童生徒集会では、後輩への

引継ぎを終えて、新しい児童生徒会役員を支えてくれています。 

この 1 年間は、全ての子どもたちが、先輩や友だちをお手本にして、健康に過

ごし、日々の授業を大切にして学校生活を落ち着いて取り組むことができました。

保護者や地域の皆様のご支援とご協力の賜物と厚く感謝いたします。 

北京パラリンピックが開幕 
ひな祭りの翌日の３月４日、北京でおよそ

６００人を迎え、パラリンピック冬季競技大

会が開幕されます。夏季と冬季両方のパラリ

ンピックを開催した都市はこれまでになく、

北京が最初の都市です。大会は３月４日〜１

３日の１０日間にわたって開催され、雪上競

技（アルペンスキー、クロスカントリースキ

ー、バイアスロン、スノーボード）と氷上競技

（パラアイスホッケー、車いすカーリング）

からなる６競技７８種目で熱戦が繰り広げられます。また、オリンピックと同じ

ようにパラリンピックでも感動を期待しています。 学校では子どもたちの日々の

活躍があり、毎日が感動の連続でした。今年度のまとめをしっかりとして、来年

度へ引き継いでいきます。まん延防止等重点措置下での個人懇談会へのご参加、

ありがとうございました。個別の指導計画や個別の教育支援計画について保護者

の皆様と話し合った内容をもとに、来年度に向けて目標を立てて指導や支援の計

画準備を進めて参ります。来年度も子どもたちの大きな成長を期待しています。 
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学校教育目標 

・校  訓 自立 元気 ともに伸びる 

・教育目標 一人一人が「輝き」、「主体的」に 

活動する児童生徒の育成 


